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市町村名 避難者数

長岡市 35,415
小千谷市 28,807
十日町市 13,052
川口町 5,692
見附市 3,472
越路町 2,257

山古志村 2,165
小国町 1,558

堀之内町 1,100
栃尾市 1,030

湯之谷村 1,000
小出町 665
広神村 571
守門村 479

入広瀬村 397
川西町 353
柏崎市 236
三島町 140
塩沢町 131
六日町 116

出雲崎町 81
中里村 63
大和町 59
西山町 41

中之島町 39
和島村 35
栄町 30

刈羽村 22
下田村 18
分水町 17
寺泊町 16
津南町 16
与板町 15
加茂市 10

松之山町 7
高柳町 3
三和村 3

計 99,111

 

 

 

 



被害状況（長岡市国道17号） 



被害状況（川口町ＪＲ） 



被害状況（魚沼市高速道路） 



被害状況（山古志村） 



山古志村からの全村避難 

10月25日 



被害状況 

死者 重症 軽傷 
68 632 4,163 

犬 ねこ 
2,009 2,959 

全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊 合計 
3,175 2,167 11,643 104,619 121,604 

人的被害状況（人） 

家屋の被害状況（棟） 

被災動物数（推計）（匹） 

避難状況（最大時） 
避難者数 避難所設置数 
103,178人 約500か所 

災害救助法適用市町村数 
10市27町17村 

地滑り、斜面崩壊 3,800か所 

＊全半壊した17,000戸で飼育 
  されていた動物数 



震災発生直後からの対応 その１ 
• 10月23日 地震発生 
• 10月25日 動物保護管理センター救援体制確保 
         センターでの治療活動、ペットフード等提供、 
         飼育備品貸出、保護・預かりの開始 
         市町村へ通知 
• 10月26日 動物関連支援活動の内容をプレスリリース 
• 10月27日 新潟県中越地震動物救済仮本部立ち上げ 
         （財団法人日本動物愛護協会内・東京） 
         山古志村での現地活動開始 
          （空路、後に陸路も） 
         県獣医師会無料診療開始 
• 10月31日 獣医師会に被災動物の一時預かりを要請 
• 11月16日 動物病院での被災動物の一時預かり開始 

 



避難所での支援 
• 避難所への物資提供 
 市町村災害対策本部に、支援メニューがあることを
きちんと伝え、避難所に情報を伝える 
 支援メニュー 
  ＊ペットフード、ペットシーツ、糞処理袋 
  ＊ケージの貸し出し 
  ＊一時保管 

• 飼育相談窓口の開設 
 保健所や動物保護管理センターが被災動物の飼育
に関する相談に対応していることを広報 

 
 



被災動物支援についての基本的な方針 

• ペットも家族の一員であり、被災動物の支
援活動は、被災者の心のケア、生きる力と
なる 

• できる限り早期に、被災者とペットが一緒に
暮らせる環境をつくる 

• 仮設住宅、災害復興住宅でも希望する者
はペットと暮らせるようにする 
 
 



避難所の様子（長岡市） 



長岡大手高校駐輪場 

避難所の様子（長岡市） 



被災動物支援事業を知らせるチラシ（長岡市） 



避難所の様子（小千谷市） 
10月29日 



避難所の様子（小千谷市） 
10月29日 



10月29日 

避難所の様子（小千谷市） 



10月29日 

避難所の様子（小千谷市） 



避難所に併設されたペットハウス（長岡市） 
（獣医師会、動物愛護協会との連携） 

11月5日～12月5日、長岡市新産体育館に設置 



ペットハウスで飼い猫と 



動物同伴テント（自衛隊が設営） 

11月3日～12月5日、小千谷市に設置 



震災発生直後からの対応 その２ 
• 11月18日 仮設住宅飼育支援活動開始（要請文通知） 
         市町村災害対策本部に地元保健所から 
         働きかけるよう指示 
• 11月22日 山古志村での活動を給餌から保護収容に 
        変更 
• 11月24日 仮設住宅入居開始 
• 12月20日 避難所の避難者ゼロに 

 
• 2005年  新潟県中越大震災動物救済本部を設立 
  1月19日 （新潟県・県獣医師会・県動物愛護協会） 
        仮本部から業務引継 
•   2月1日  被災動物の繁殖制限手術補助事業開始 
•   6月29日 新潟県中越大震災動物救済本部解散 
         新潟県動物愛護協会事業引継        



仮設住宅への対応 

• 県から市町村災害対策本部に仮設住宅での
動物飼育を認めるよう要請文を出した 

• 地元保健所からは災害対策本部だけでなく、
動物担当課、住宅担当課にも直接働きかけを
行った 

• 仮設住宅でのトラブル防止のため、飼育ルー
ルを定め、マナーを守るよう保健所、獣医師会、
動物愛護協会スタッフが全面的にサポートす
る旨を伝えた。 

• その結果、すべての市町村で仮設住宅での動
物飼育が認められた 



仮設住宅での動物飼育支援 

• 動物は、原則として室内で飼育する。 
• ワクチンを接種する。   無料実施 12月 

• 繁殖制限手術を受ける。補助事業 2-3月 

• 動物に飼育者の連絡先を付ける。 
• 飼育者の会を作る。 
• 専門家のサポートを受ける。 

仮設住宅での動物飼育のルール 







仮設住宅での動物飼育状況 

• 仮設住宅は13市町村の3,460戸建設 
• 仮設住宅への入居は、2004年11月24日から12

月末までに行われた 
• 仮設住宅の約1割、333世帯で犬、猫、ハムス

ターなどが飼われていた 
• 2006年4月1日から復興支援住宅への入居開始 
• 2007年12月31日仮設住宅退去完了 

 



仮設住宅での飼い主さがし 



仮設住宅の状況（仮設で犬と共に） 



仮設住宅（外飼い） 



仮設住宅（屋内飼い） 



仮設住宅（猫 屋内飼い） 



仮設住宅（猫 屋内飼い） 



新潟県地域防災計画 



新潟県地域防災計画 

(1) 災害初動時のペット用品等所要物資確保に努め 
 る。 
(2) 飼い主不明動物、被災地に残された動物の保護 
 を行う。 
(3) 関係団体と協力し「動物救済本部」を設置する。 
(4) 各地域の被害状況、避難所での動物飼育状況の 
 把握及び資材の提供、獣医師の派遣等市町村へ 
 の支援を行う。 

県の役割 



新潟県地域防災計画 

(5) 避難所において動物が適正に飼育されるよう支 
 援を行う。 
(6) 避難所から保護施設への動物の受入れ及び譲 
 渡等の調整を行う。 
(7) 国、他の自治体及び緊急災害時動物救援本部 
 への連絡調整及び要請を行う。 

県の役割 



新潟県地域防災計画 
組織図 



新潟県地域防災計画 

(1) ペットフード等支援物資の提供 
  避難した動物に対し、餌や飼育用品の提供ができるよう市町村 
 の災害対策本部に物資を提供する。 
(2) 動物の保護 
  県の活動に協力し、負傷動物や飼い主不明動物、被災地に残 
 された動物の保護を行う。 
(3) 相談窓口の開設 
  被災地や避難所、仮設住宅等での適正な飼育や動物の愛護、 
 環境衛生の維持のための相談窓口を設置する。 
(4) 動物の一時預かり 
  被災のため一時的に飼えなくなった動物及び迷子動物の一時 
 預りを行う。 

動物救済本部の役割 



新潟県地域防災計画 

(5) 飼い主さがし 
  被災のため飼えなくなった動物や飼い主がわからなくなった動 
 物の新たな飼い主さがしのための情報の収集と提供を行う。 
(6) 仮設住宅での動物飼育支援 
  仮設住宅で適正に動物が飼育できるよう支援を行う。 
(7) 被災動物の健康管理支援 
  被災動物間の感染症等の発生や拡大を防止するため、健康 
 管理活動を実施する。 
(8) ボランティア及び募金の受付・調整・運営 
  募金の受付と調整、運営を行う。また、必要に応じ、ボランティ 
 ア等と協働するものとする。 

動物救済本部の役割 



新潟県地域防災計画 
時系列の業務内容 



柏崎市地域防災計画 

（３）市の役割 
ア  市は、県と協働し「動物救済本部」に対し、避難所等・  
仮設住宅におけるペットの状況等の情報提供並びに活動
を支援する。 
イ  指定避難所を設置するにあたり、動物同伴の避難者
を受け入れられる施設を設置するなど住民が動物と一緒
に避難することができるよう配慮する。 
ウ 避難訓練時には、動物の同伴にも配慮する。 

                     地震災害対策編 第１編第３章 
第２８節  
「愛玩動物の保護対策」 



柏崎市地域防災計画 
資料編より抜粋 



避難所開設運営マニュアル（柏崎市） 



新潟県柏崎市避難所開設
運営マニュアル 
 
避難所で記載する避難者 
名簿もペット同伴を想定し 
てあります 



動物同伴総合防災訓練 



避難場所に移動 



ペット避難受付 
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